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★印はカトリック関連

平和の使徒推進本部 社会司牧担当では、教会が社会へ発信しているメッセージや社会の中で活動する団体

の情報をお知らせします。社会へのチャレンジの第一歩として、積極的にご参加ください。

（PCで見られる方は、下線のついている箇所にカーソルを合わせCtrlキーを押しながらクリックすると、詳細

情報をご覧いただけます。）

★カトリック正義と平和協議会

改憲対策部会 主催 座談会 宗教と政治 | 日本カトリック正義と平和協議会
(jccjp.org)
日時：2022年１１月２８日（月）18:30～20:30 ZOOMによる視聴公開（要申込）

講演：島薗 進（東京大学名誉教授 宗教学）

-すべての人のための兄弟愛と正義の社会的行程を生み出そうと他の人々に加わるとき、その人は「より広

範な愛、政治において実践する愛の領域に入る-（回勅『兄弟の皆さん』180）

★カトリック中央協議会 日本カトリック司教団からの呼びかけ

在留特別許可嘆願署名キャンペーン | カトリック中央協議会 (catholic.jp)
日本政府にお願いします。在留資格のない両親のもとに生まれ育ち、強制送還の危機にさらされている３００

人もの子どもたちとその家族に、人道的な観点から、在留許可を与えてください。

（注：電子署名です。寄付や献金は集めておりません。）

●映画会のご案内

① 会場：山口 下関 細江教会

ドキュメンタリー映画『牛久』上映＆トーク（トーマス・アッシュ監督）

日時 12月４日13：30開場 14：00－16：00

参加費 300円

主催 アムネスティ下関グループ

日本の入管収容所の過酷な実態、そして日本人が見なければならない映画。あなたの隣人は誰？

② 会場：広島 県立美術館講堂

1/28映画「私はチョソンサラムです」広島上映 (google.com)
『私はチョソンサラムです』＆トークイベント

2023年１月２8日（土）13:00-14:40 トーク14:50-16:10

入場料：前売1500円 当日1800円 （学生、障がい者無料）

主催：映画「私はチョソンサラムです」広島上映実行委員会

トークイベントに参加される李哲さんは、韓国留学中にスパイという冤罪で死刑判決を受け、そ

の後再審無罪を獲得した方です。（カトリック信者）

●署名のお願い 署名締切日：2023年１月10日

（署名用紙）「外国人住民基本法」と「人種差別撤廃基本法」の制定を求める国
会請願書 - GAIKI-KYO (gaikikyo.jp)
＊取り扱い団体：外国人住民との共生を実現する広島キリスト者連絡協議会

（外キ連広島）と記入してください。

直接【送り先】〒169-0051新宿区西早稲田2-3-18-52 外キ協 へ送付してください。

https://www.jccjp.org/archives/2746.html
https://www.jccjp.org/archives/2746.html
https://www.cbcj.catholic.jp/japan/statements/zairyukyoka/
https://sites.google.com/view/choseonsaramhiroshima2022/?pli=1
https://gaikikyo.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E4%BD%8F%E6%B0%91%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E6%B3%95/signaturecollectingcampaign-format/
https://gaikikyo.jp/%E5%A4%96%E5%9B%BD%E4%BA%BA%E4%BD%8F%E6%B0%91%E5%9F%BA%E6%9C%AC%E6%B3%95/signaturecollectingcampaign-format/


チャレンジコラム vol.４ 『考えようＬＳＧｓ』—エコロジカルな経済

援助修道会 橋本晶子

1995年の阪神淡路大震災より、災害支援に.関わるようになり、東日本大震災では福島県で、被災者と

なる経験をしました。それは死を覚悟する事態のなかで、自分のいのちは勿論のこと、他者のいのちを守

ることに真剣であった出来事として心に刻まれています。そして同時に、私も他者に守っていただく経験

を多くいたしました。3月は東北ではまだ寒さの厳しい時期です。失ったものが多い中で、わずかなもの

を分かち合いながら、肩を寄せ合い過ごした日々を忘れることはありません。

私にとっての「エコロジカルな経済」とはこのような生き方だと思っています。自然の叫び声や傷にふ

れながら、自分のいのちを守り、他者のいのちを守ること。それは神さまの秩序である「調和」を生きる

ことに繋がるのだと実感します。調和という言葉は美しい響きを持っていますが、自分を小さくしなけれ

ば、生み出されないものだと思います。自分が大きければそれは、不協和音として鳴り響いてしまうので

す。だからこそ「回心」が必要とされるのでしょう。大量生産、大量消費、大量破棄のスパイラルは、不

協和音として、この世界を苦しめているのではないでしょうか。

エコロジーは、生態学を表す言葉と環境保全を表す言葉として使われています。後者は語源であるギリ

シア語のオイコス（家・家族）を意識づけた意味があると考えられています。私たちの家、私たちの家族

は、今どのような状況になっているのでしょうか。そして、その一部である私自身の内的調和は保たれて

いるのでしょうか。エコロジカルな経済は、私の回心のプロセスそのものといえるのです。

Sr橋本「チャレンジLSGｓ」の分かち合いを始めています。

９月～2023年５月までの日曜日小さなグループでの分かち合いや

ワークショップ等、様々な要望に応じています。（無料）

◎申込みは、下記まで↓↓↓

★子どもと女性の人権擁護デスクより

教会内でのハラスメント相談受付中

電話番号 ０８０－９７９５－３６７６
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3. エコロジカルな経済

エコロジカルな経済は、経済というものが人間社会のサブシステムであり、人間社会は生物圏の一部で

あり、その生物圏は私たちがともに暮らす家であることを認識している経済です。

mailto:info@social-desk.net
https://www.social-desk.net/

